
「検問S」について

シリコンやプラスチックを繊細加工技縛で加工することによって作られ、置病的に電動される小さな機種。

「メムス」と霜雪される。 0.1 m調径のモーターや1 0 〃面(マイクロメートル)の置轟的に動く小さなピンセット、

集録用叢に使われる小さなコイルなど多くの応用が研究されている。

実用化されているものでは、加速虞センサーがある。また、 1 00万個以上の小さな簾を1 cm角穏慶のシリコンチップに作り込み、

鱒の角慶を置賀的に要化させることによって所畳の映鱗を映し出すD調D(デジタル・マイクロミラー・デバイス)は

プロジェクター用に実用化されている。

MEMS(帆cro Elect調Mochさn晦種I Syetelln8)

蹟小な電筑徴鰯システムで、半導体ブ田やスを用いてひとつのチップ士はセンサ、アクアュ

工-タ、電子回請などのすべて、又は一部を厳命化したもの病各種の畿縫製品lこ組み込まれ、

高村抽価値化のキーデバイスとなっており、最近では●鹿茸のマ少と呼ばねている。
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●拳導体測量技術を節用して、離窯の機微龍工の限界を憶えた小型化が可能曽

●」副との節会化により、商機線化、小型化が図れる。

●大意生産による低コスト化が期締できる。

MEMSは微小な3次元館遺体を持ち、

様々な入・出力信号(董)を取扱うシステム

センサー


